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祝
　
辞 

　

本
日
は
、
錦
秋
の
佳
き
日
に
私
達
檀
家
の

菩
提
寺
、
大
雄
寺
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
結

制
上
堂
の
盛
儀
を
滞
り
な
く
成
就
さ
れ
ま
し

て
誠
に
慶
賀
の
至
り
に
存
じ
ま
す
。

　

檀
信
徒
一
同
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
お
祝

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
ご
存
じ
の
と
お
り
、
大
雄
寺
は
応
永

十
一
年
、
余
瀬
に
創
建
さ
れ
爾
来
六
百
有
余

年
、
途
中
天
正
四
年
、
時
の
十
四
代
藩
主
大

関
高
増
候
に
よ
っ
て
現
在
地
に
移
築
さ
れ
て

四
百
三
十
余
年
、
大
関
家
の
菩
提
寺
と
し
て

室
町
時
代
の
建
築
様
式
を
今
に
残
し
、
昭
和

四
十
四
年
に
は
七
堂
伽
藍
が
栃
木
県
文
化
財

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
綿
々
た
る
歴
史
を
も

つ
私
達
檀
家
の
誇
り
と
す
る
寺
院
で
あ
り
ま

す
。

　

今
日
こ
こ
に
結
制
上
堂
の
儀
式
が
成
り
、

三
十
七
世
住
職
良
裕
和
尚
は
大
和
尚
と
し

て
、
首
座
法
戦
式
を
決
意
の
元
に
立
派
に

努
め
上
げ
る
で
あ
ろ
う
文
尭
和
尚
は
後
継

三
十
八
世
と
し
て
大
雄
寺
の
隆
昌
に
励
ま
れ

る
こ
と
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
そ
の

脈
々
た
る
歴
史
を
後
世
に
継
承
し
て
い
く
こ

と
を
祈
念
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

尚
、
こ
の
重
要
で
お
め
で
た
い
儀
式
に
本

山
及
び
多
く
の
御
寺
院
様
に
大
層
な
御
支
援

御
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
檀
家
一

同
に
代
わ
り
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

本
日
は
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
二
年
十
月
二
十
五
日

　
　

大
雄
寺
檀
信
徒
総
代　

髙
梨　

義
彦

結け
っ

制せ
い

上
じ
ょ
う

堂ど
う

・
首し

ゅ

座そ

法ほ
っ

戦せ
ん

式し
き

　

黒
羽
山
大
雄
寺
に
お
い
て
十
月
十
九
日
、

二
十
四
日
、
二
十
五
日
に
結
制
上
堂
、
首
座

法
戦
式
を
挙
行
致
し
ま
し
た
。

　

お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、
滞
り
な
く
式
が

終
了
致
し
ま
し
た
事
を
ご
報
告
申
し
上
げ
る

と
と
も
に
、
式
典
に
ご
協
力
ご
支
援
頂
い
た

檀
信
徒
を
は
じ
め
関
係
者
方
に
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

二
十
五
日
は
小
雨
が
降
る
中
、結
制
上
堂
・

法
戦
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
お
足
元
の

悪
い
中
、
ご
遠
方
か
ら
も
多
く
の
檀
信
徒
や

寺
院
関
係
者
に
ご
参
列
頂
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
式
典
は
一
世
一
代
で
あ
る
と
共
に

曹
洞
宗
独
特
の
式
で
あ
る
た
め
、
僧
侶
に

と
っ
て
大
変
重
要
な
意
味
を
持
つ
儀
式
で
あ

り
ま
す
。

　

ま
ず
、
結
制
上
堂
で
は
結
制
を
行
う
に
当

た
り
慧
巌
良
裕
和
尚
が
払
子
を
持
ち
、
須
弥

壇
（
本
堂
正
面
の
壇
）
上
に
上
が
り
香
を
焚

き
な
が
ら
仏
法
を
説
き
ま
す
。
そ
の
後
、
須

弥
壇
上
か
ら
若
い
僧
侶
達
と
禅
問
答
を
交
わ

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
式
の
終
盤
で
は
大
雄
寺
筆
頭
総
代

で
あ
る
高
梨
義
彦
様
を
は
じ
め
、
多
く
の
寺

院
様
よ
り
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。

　

当
山
住
職
で
も
あ
る
慧
巌
良
裕
和
尚
は
今

回
の
式
を
期
に
緋
の
衣
着
用
の
許
可
を
得
る

と
共
に
和
尚
か
ら
大
和
尚
の
位
と
な
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
法
戦
式
に
お
い
て
は
禅
僧
た
る
力

量
を
量
る
た
め
徒
弟
文
尭
が
首
座
の
位
を
つ

と
め
ま
し
た
。
大
声
を
張
り
上
げ
、
多
く
の

禅
問
に
答
え
ら
れ
一
人
前
の
僧
侶
に
な
る
た

め
の
第
一
関
門
で
あ
る
首
座
を
つ
と
め
、
大

雄
寺
三
十
八
世
後
継
者
と
し
て
認
め
ら
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

小
雨
も
上
が
る
頃
、
両
儀
式
の
張
り
つ
め

て
い
た
空
気
も
和
み
、
決
意
を
込
め
た
儀
式

が
無
事
終
了
致
し
ま
し
た
。

役員様と共に　大雄寺　三十七世　慧巌良裕結制上堂　平成 22 年 10 月 25 日

大勢の檀信徒の皆さまに
ご参加頂きました。

ご寺院様と共に　大雄寺　三十七世　慧巌良裕結制上堂　平成 22 年 10 月 25 日

式
　
次

　
第

十
月
十
九
日
（
火
）

●
制
中
配
役
行
茶

　
午
後
四
時
よ
り

　
本
式
典
で
勤
め
る
役
職
と
僧
侶
の
名
前
を
読
み
上
げ
ま
す
。

●
首
座
入
寺
式

　
午
後
四
時
三
十
分
よ
り

　
首
座
（
徒
弟
文
尭
）
が
大
雄
寺
に
入
る
式
を
禅
堂
で
行
い

　
ま
す
。

　十
月
二
十
四
日
（
日
）

●
土
地
堂
念
誦
　
午
後
三
時
よ
り

　
招
宝
七
郎
大
権
修
理
菩
薩
様
の
御
前
に
て
挨
拶
を
致
し

　
ま
す
。

●
首
座
本
則
行
茶

　
午
後
四
時
よ
り

　
法
戦
式
の
前
日
に
配
役
を
発
表
し
皆
で
お
茶
を
頂
き
ま
す
。

●
法
話
　
午
後
四
時
三
十
分
よ
り

　
結
制
上
堂
・
法
戦
式
に
つ
い
て
の
説
明
を
致
し
ま
す
。

十
月
二
十
五
日
（
月
）

●
結
制
上
堂

　
午
前
九
時
よ
り

　
住
職
が
須
弥
壇
に
登
り
禅
問
答
を
交
わ
し
法
座
を
証
明
さ

　
れ
ま
す
。

●
首
座
法
戦
式

　
午
前
十
時
よ
り

　
首
座
が
住
職
に
代
わ
り
禅
問
答
を
交
わ
し
ま
す
。

●
檀
信
徒
総
諷
経
　
午
前
十
一
時
よ
り

　
檀
家
の
皆
様
の
ご
先
祖
供
養
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。
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結
制
上
堂
を
終
え
て

倉
澤　

良
裕　

　

黒
羽
山
大
雄
寺
に
お
い
て
、
去
る
平
成

二
十
二
年
十
月
二
十
四
日
、
二
十
五
日
結
制

上
堂
、
首
座
法
戦
式
が
厳
粛
の
う
ち
に
無
事

円
成
で
き
ま
し
た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

こ
の
結
制
上
堂
、
首
座
法
戦
式
を
厳
修
に

際
し
ま
し
て
は
、
最
勝
院
東
堂
和
久
井
行
雄

老
師
を
西
堂
位
に
拝
請
申
し
上
げ
ま
し
た
と

こ
ろ
、
快
く
御
承
引
賜
り
、
ま
た
、
大
本
山

永
平
寺
御
専
使
黒
田
俊
雄
老
師
、
大
本
山
総

持
寺
御
専
使
堀
内
憲
純
老
師
は
じ
め
、
諸
山

の
諸
老
師
の
御
随
喜
を
賜
り
、
厳
粛
の
う
ち

に
挙
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
、
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

檀
信
徒
各
位
様
に
は
、
並
々
な
ら
ぬ
御
法

愛
と
御
厚
誼
を
頂
戴
し
、
ま
た
、
大
勢
ご
参

列
を
頂
き
ま
し
た
こ
と
に
、
衷
心
よ
り
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

思
え
ば
、
わ
が
曹
洞
宗
宗
門
が
七
百
有
余

年
の
伝
統
を
掲
げ
得
ま
す
こ
と
は
、
実
に
先

師
・
千
徳
が
綿
々
尽
き
る
こ
と
な
く
法
灯
を

護
り
続
け
て
き
た
こ
と
に
外
な
り
ま
せ
ん
。

　

大
雄
寺
六
百
年
の
歴
史
も
歴
代
住
職
に
よ

る
慈
化
教
化
と
檀
信
徒
の
皆
さ
ま
一
人
一
人

の
厚
い
信
仰
心
と
御
先
祖
へ
の
供
養
の
心
か

ら
菩
提
寺
の
護
持
発
展
を
願
い
続
け
て
ま
い

り
ま
し
た
。

法
灯
の
重
み
を
よ
り
一
層
強
く
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

　

本
日
の
結
制
上
堂
、
首
座
法
戦
式
と
い
う

一
世
一
代
と
申
さ
れ
ま
す
大
切
な
法
要
が
本

年
（
平
成
二
十
二
年
）
此
の
時
期
に
で
き
ま

す
こ
と
は
仏
縁
の
お
陰
と
感
謝
い
た
す
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

私
、
平
成
三
年
に
前
住
職
徹
巌
良
一
大
和

尚
か
ら
三
十
七
代
住
職
を
継
承
し
、
二
十
年

に
な
ろ
う
と
す
る
こ
の
期
に
、
長
男
文
尭
を

首
座
と
し
て
、
弟
子
と
し
て
迎
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
こ
と
は
安
堵
の
気
持
ち
で
あ
り

ま
す
。

　

素
よ
り
浅
学
菲
才
の
身
で
あ
り
ま
す
が
、

檀
信
徒
と
お
寺
が
一
体
と
な
り
寺
院
の
護
持

と
心
の
安
寧
に
全
力
を
傾
け
て
い
く
覚
悟
で

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
度
の
法
要
を
挙
行
す
る
に
あ
た
り
ま

し
て
、
檀
信
徒
の
皆
様
の
深
い
ご
理
解
と
ご

支
援
を
賜
り
、
特
に
総
代
、
役
員
様
に
は
一

方
な
ら
ぬ
御
協
力
を
頂
き
ま
し
た
こ
と
に
、

重
ね
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り

ま
す
。

合
掌　

法
戦
式
を
終
え
て徒

弟　

文
尭　

　

思
え
ば
約
一
年
前
父
で
あ
る
住
職
か
ら
式

典
の
内
容
を
聞
き
ま
し
た
。

　

私
は
大
雄
寺
に
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
の

で
、
住
職
で
あ
る
父
が
式
典
に
向
け
て
膨
大

な
量
の
準
備
や
手
続
き
を
進
め
て
く
れ
ま
し

た
。

　

五
月
よ
り
大
雄
寺
に
入
り
、
僧
侶
と
し
て

の
生
活
を
始
め
ま
し
た
。
同
じ
場
所
で
あ
っ

て
も
十
代
の
頃
過
ご
し
て
い
た
生
活
と
は
全

く
異
な
る
生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

式
典
の
練
習
は
朝
の
読
経
の
前
や
空
い
た

時
間
を
見
つ
け
行
い
ま
し
た
。

　

式
が
近
づ
く
に
つ
れ
て
、
随
喜
頂
く
寺
院

の
方
々
を
交
え
て
の
習
儀
（
練
習
）
や
大
雄

寺
総
代
会
や
役
員
会
で
の
式
典
の
打
ち
合
わ

せ
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
だ
生
活
も
慣
れ
て
い
な
か
っ
た
事
も
あ

り
、
忙
し
い
毎
日
の
中
で
あ
っ
と
い
う
間
に

当
日
を
迎
え
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

大
雄
寺
に
戻
る
事
は
私
に
と
っ
て
大
き
な

決
心
で
し
た
の
で
、
今
回
の
式
典
で
は
新
た

な
ス
タ
ー
ト
と
し
て
決
意
を
込
め
て
臨
み
ま

し
た
。

　

法
戦
式
を
無
事
に
円
成
し
た
時
は
安
堵
し

た
の
と
同
時
に
感
謝
の
気
持
ち
で
満
た
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
の
式
に
は
大
雄
寺
総
代
方
を
は
じ
め

檀
信
徒
の
皆
様
、
法
戦
式
に
駆
け
つ
け
て
く

れ
た
ご
寺
院
様
、
親
族
、
当
日
来
山
で
き
ず

と
も
心
か
ら
応
援
し
て
下
さ
っ
た
方
々
、
そ

し
て
何
よ
り
、
当
山
の
住
職
の
支
え
と
お
力

添
え
を
頂
き
挙
行
で
き
ま
し
た
。

こ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
大
雄
寺
後

継
者
と
し
て
の
責
任
を
持
ち
僧
侶
と
し
て
全

う
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



4

　

平
成
二
十
二
年
度
文
化
財
保
存
修
理
事

業
は
、
栃
木
県
よ
り
平
成
二
十
二
年
八
月

二
十
三
日
、
大
田
原
市
よ
り
平
成
二
十
二
年

八
月
二
十
七
日
付
け
で
補
助
金
の
交
付
を
決

定
頂
き
、
文
化
財
保
存
修
理
事
業
に
踏
み

切
っ
た
。
今
回
の
保
存
修
理
に
お
い
て
も
補

助
金
に
加
え
て
大
雄
寺
檀
信
徒
、
並
び
に
参

拝
者
に
よ
る
浄
財
の
「
伽
藍
保
存
基
金
」
よ

り
保
存
修
理
事
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
修

理
該
当
箇
所
と
し
て
は
「
回
廊
・
鐘
楼
堂
」

の
二
カ
所
と
な
り
、
平
成
二
十
二
年
九
月

二
十
二
日
よ
り
着
手
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
修
理
を
担
当
し
、
協
力
し
て
頂
い

て
い
る
の
は
多
く
の
重
要
文
化
財
を
手
が
け

て
い
る
宮
城
県
石
巻
市
㈲
熊
谷
産
業
で
す
。

　

現
在
の
大
雄
寺
の
伽
藍
は
文
安
五
年

（
一
四
四
八
年
）
よ
り
現
在
ま
で
約
五
六
〇

年
間
保
存
さ
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。
昭
和

四
十
四
年
に
は
栃
木
県
有
形
文
化
財
と
し
て

指
定
を
受
け
、
よ
り
一
層
希
少
な
有
形
物
と

し
て
認
知
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
伽
藍
の
縮
小

や
宝
物
の
売
却
な
ど
が
検
討
さ
れ
る
厳
し
い

時
代
も
あ
り
ま
し
た
が
、
私
た
ち
の
ご
先
祖

様
が
乗
り
越
え
残
し
て
頂
き
ま
し
た
。
私
ど

も
の
出
来
る
限
り
後
世
に
残
し
て
い
け
る
よ

う
尽
力
い
た
し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
理
解

と
ご
協
力
の
ほ
う
を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

文
化
財
保
存
修
理
事
業

解　

体

下
地
補
修

軒
付
け

ケ
ラ
返
し

突
き
な
ら
し

平
葺
き

仕
上
げ

棟
取
付

完　

成

茅
葺
き
作
業
工
程

「下野新聞　平成 22 年 11 月 19 日付より」
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㈲
熊
谷
産
業
様
と
大
雄
寺
の
関
係
は
平
成

三
年
総
門
屋
根
の
保
存
修
理
か
ら
に
な
り
ま

す
。

　

㈲
熊
谷
産
業
様
は
宮
城
県
石
巻
市
北
上
町

に
本
社
を
置
き
、
数
多
く
の
国
宝
・
重
要
文

化
財
保
存
修
理
工
事
、
茅
葺
屋
根
工
事
を
請

け
負
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
一
九
四
八
年
に
設

立
さ
れ
て
か
ら
、
日
本
建
築
学
会
文
化
賞
、

文
化
庁
長
官
賞
、
黄
綬
褒
章
を
受
賞
さ
れ
現

在
も
茅
葺
き
屋
根
を
守
り
ご
活
躍
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
㈲
熊
谷
産
業
様
の
使
用
す
る
茅
は

山
茅
と
呼
ば
れ
る
麦
ワ
ラ
や
稲
ワ
ラ
と
は
異

な
り
、
浜
茅
と
い
わ
れ
、
水
辺
に
自
生
す
る

ヨ
シ
（
ア
シ
）
を
使
用
し
て
お
り
ま
す
。

　

海
水
と
真
水
の
混
じ
る
箇
所
に
自
生
す
る

固
く
丈
夫
な
ヨ
シ
は
宮
城
県
の
北
上
川
河
口

よ
り
刈
り
取
ら
れ
茅
と
し
て
使
用
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

　

茅
葺
屋
根
の
少
な
く
な
っ
た
現
在
の
日
本

に
お
い
て
は
希
少
価
値
の
高
い
茅
葺
の
プ
ロ

集
団
で
あ
り
ま
す
。

㈲
熊
谷
産
業
と
は
？

Q. 簡単な自己紹介をお願いします。
A. 武山貞範です。職歴は 19 年目になりまし
た。大雄寺には平成 7年の葺替より参加し
ております。

Q. 茅葺き職人としてのやりがいと苦労する
点はどんなところですか？
A. 天然の素材を使用していますので、自分
のイメージ通りに葺き足や雨の流れをそろえ
るのは大変苦労します。しかし、それもやり
がいの一つです。又、回りの生活も代わり、
竹や木の皮など資源の入手が年々難しくなっ
ております。

Q. 大雄寺に使用している茅について教えて
ください。
A. 宮城県北上川河口の浜茅を使用していま
す。今回の葦（ヨシ）は一昨年 12 月～昨年
4月に刈り取ったものです。

Q. 最後に茅葺き屋根の魅力をお願いします。
A. 趣のある存在感ですかね。いずれ土にか
える身近な素材（自然にやさしい）で葺いて
あるというのも魅力の一つですね。

以上になります。　ありがとうございました。

作業風景
（回廊）

北上川河口の葦（ヨシ）
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大
関
増
業
企
画
展

「
改
革
と
学
問
に
生
き
た
殿
様
」

　

二
〇
一
〇
年
十
月
九
日
か
ら
十
一
月
二
十
三
日
ま

で
栃
木
県
立
博
物
館
に
お
い
て
企
画
展
「
改
革
と
学

問
に
生
き
た
殿
様
―
大
関
増
業
―
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

開
明
の
藩
主
と
知
ら
れ
る
大
関
増
業
で
す
が
、
今

回
の
企
画
展
で
は
藩
政
資
料
な
ど
増
業
に
関
す
る
資

料
を
一
堂
に
集
め
、
彼
の
一
生
涯
と
事
績
の
全
体
像

を
紹
介
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

二
〇
〇
四
年
に
催
さ
れ
た
大
関
増
裕
の
企
画
展
と

同
様
に
黒
羽
藩
主
の
企
画
展
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

大
雄
寺
か
ら
も
増
業
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
宝
物
を

展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

期
間
内
に
は
担
当
学
芸
員
の
方
々
に
よ
る
講
演
会

や
関
連
講
座
等
も
行
わ
れ
、
大
変
有
意
義
な
企
画
展

と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

柊囲沢瀉ならびに八重梅鉢紋入蒔絵膳救世大師（観世音）像黒羽城郭図

　

栃
木
県
立
博
物
館
の
今
回
の
企
画
展
は

「
改
革
と
学
問
に
生
き
た
殿
様
―
黒
羽
藩
主

大
関
増
業
―
」
で
し
た
。

　

大
雄
寺
の
檀
家
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
そ
の

関
係
者
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
参
加
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。

　

大
雄
寺
か
ら
は
「
黒
羽
城
廓
図
」
や
「
救

世
大
師
（
観
世
音
）
像
」
な
ど
多
数
の
文
化

財
が
貸
し
出
さ
れ
、
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
が
見
学
し
た
の
は
十
月
三
十
一
日

で
し
た
が
、最
初
に
黒
羽
芭
蕉
の
館
学
芸
員
、

新
井
敦
史
先
生
の
講
演
「
辺
境
の
大
名
大
関

氏
と
黒
羽
藩
の
時
代
―
大
関
氏
の
資
料
保
存

と
増
業
―
」
に
熱
心
に
聞
き
入
り
ま
し
た
。

　

大
関
高
増
の
活
躍
に
始
ま
り
、
歴
代
の
お

殿
様
の
活
躍
や
歴
史
の
流
れ
の
中
で
の
藩
財

政
改
革
や
出
来
事
な
ど
、
そ
し
て
最
後
に
大

関
増
裕
の
活
躍
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
素
晴
ら

し
い
講
演
を
拝
聴
す
る
こ
と
が
で
き
、
大
雄

寺
一
行
も
感
激
の
一
言
で
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。

　

講
演
終
了
後
、企
画
展
を
見
学
し
ま
し
た
。

今
回
の
企
画
展
は
黒
羽
藩
家
老
瀧
田
家
に
残

さ
れ
た
数
多
く
の
日
記
に
よ
り
、
こ
れ
ら
を

軸
に
し
た
資
料
収
集
や
展
示
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
記
念
講
演
会
の
席
で

は
、
瀧
田
家
の
子
孫
瀧
田
孝
太
郎
氏
、
当
山

住
職
倉
澤
良
裕
氏
が
来
賓
と
し
て
紹
介
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

黒
羽
と
い
う
片
田
舎
の
わ
ず
か
一
万
八
千

石
の
小
大
名
で
あ
る
黒
羽
藩
大
関
家
で
す

が
、
地
域
に
と
ら
わ
れ
ず
、
広
い
世
界
で
活

躍
し
た
藩
主
や
そ
の
重
臣
達
、
そ
し
て
画
家

等
の
文
化
人
も
多
数
輩
出
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
企
画
展
で
、
県
は
そ
の
中
の
一
人

（
黒
羽
藩
主
大
関
増
業
）
を
表
舞
台
に
だ
し

て
く
れ
ま
し
た
。
黒
羽
に
と
っ
て
も
大
変
あ

り
が
た
い
こ
と
で
す
。
歴
史
と
文
化
の
香
り

高
い
郷
土
に
住
み
、
わ
が
故
郷
を
あ
ら
た
め

て
誇
り
と
し
た
い
も
の
で
す
。

　

参
加
者
二
十
四
名
全
員
無
事
に
事
故
も
な

く
、
有
意
義
な
一
日
を
過
ご
し
て
帰
着
し
ま

し
た
。
最
後
に
今
回
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
出
し

て
下
さ
り
、
色
々
ご
手
配
頂
い
た
大
雄
寺
様

に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。
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毎
年
開
校
し
て
い
る
「
大
雄
寺　

て
ら
ス

ク
ー
ル
」
が
今
年
も
開
校
さ
れ
ま
し
た
。

「
大
雄
寺
て
ら
ス
ク
ー
ル
」
は
、
坐
禅
や

作
務
等
の
お
寺
修
行
体
験
に
加
え
て
、
講
師

を
お
招
き
し
特
別
授
業
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
去
年
の
「
将
棋
教
室
」
に
続
き
、
今
年

は
「
デ
ジ
カ
メ
教
室
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
元
コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ
に
勤
め

て
お
り
ま
し
た
金
子
文
夫
さ
ん
を
お
招
き
致

し
ま
し
た
。
夏
の
暑
い
日
差
し
の
中
、
お
寺

の
生
活
を
体
験
し
「
デ
ジ
カ
メ
教
室
」
の
授

業
を
楽
し
く
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
夏
休
み

の
一
つ
の
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。

佐
藤　

浩
一　

　

真
夏
の
厳
し
い
日
差
し
を
受
け
な
が
ら

も
、
笑
顔
で
参
加
者
が
庫
裡
に
集
ま
っ
て
き

ま
し
た
。
今
年
で
五
回
目
の
「
て
ら
ス
ク
ー

ル
」。
雄
禅
会
で
の
話
し
合
い
で
デ
ジ
カ
メ

教
室
を
開
催
す
る
事
に
決
定
し
ま
し
た
が
、

予
定
に
合
わ
な
い
子
供
達
が
沢
山
い
た
事
も

あ
り
、
今
回
は
一
家
族
と
雄
禅
会
の
メ
ン

バ
ー
で
「
て
ら
ス
ク
ー
ル
」
を
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

一
日
の
始
ま
り
は
本
堂
に
て
開
校
式
か
ら

で
す
。
参
加
者
全
員
で
般
若
心
経
を
唱
え
て

ご
住
職
の
挨
拶
、
今
日
の
予
定
そ
し
て
坐
禅

の
仕
方
に
つ
い
て
説
明
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
心
静
め
て
身
を
正
し
て
坐
禅
教
室
の
開

始
で
す
。
坐
禅
堂
に
移
り
順
番
に
入
堂
し
、

ご
住
職
の
指
導
に
習
っ
て
真
剣
な
表
情
で
坐

禅
に
取
り
組
ん
で
い
る
よ
う
す
で
す
。「
止

静
」小
鐘
を
三
声
鳴
ら
し
坐
禅
開
始
堂
内
に
、

一
瞬
音
が
消
え
緊
張
感
と
安
堵
感
が
交
差
し

て
、
心
地
よ
い
空
間
が
生
ま
れ
ま
す
。
時
計

の
針
が
三
十
分
を
過
ぎ
た
と
こ
ろ
で
お
子
さ

ん
か
ら
警
策
を
受
け
て
い
ま
し
た
。「
放
禅

鐘
」
小
鐘
を
一
声
鳴
ら
し
坐
禅
終
了
で
す
。

静
か
に
坐
を
解
き
、
ご
住
職
に
習
っ
て
退
堂

し
作
務
に
移
り
ま
す
。

　

作
務
は
坐
禅
堂
内
、
本
堂
廊
下
の
雑
巾
が

け
を
す
る
方
と
山
道
の
掃
き
掃
除
を
す
る
方

に
分
け
て
行
い
、
し
っ
か
り
額
に
も
汗
が
に

じ
む
頃
に
は
回
り
も
綺
麗
に
な
り
、
清
々
し

い
気
持
ち
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
休
憩
で
す
。

　

正
午
過
ぎ
参
加
者
全
員
で
本
堂
廊
下
に
食

事
の
準
備
が
整
い
、
デ
ジ
カ
メ
教
室
の
講
師

を
務
め
て
い
た
だ
く
金
子
文
夫
さ
ん
を
迎
え

て
全
員
一
列
に
お
庭
側
を
向
い
て
正
座
し
、

ご
住
職
に
習
い
食
事
を
頂
き
ま
す
。
目
の
前

に
は
風
情
あ
ふ
れ
る
贅
沢
な
空
間
が
広
が
り

癒
さ
れ
て
し
ま
い
、
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら

も
我
に
返
っ
て
食
べ
る
事
に
徹
す
る
姿
は
大

人
の
方
と
同
様
お
い
し
そ
う
に
頂
い
て
い
る

様
子
で
頼
も
し
く
感
じ
ま
す
。

　

一
休
み
し
て
か
ら
本
堂
に
て
デ
ジ
カ
メ
教

室
の
始
ま
り
で
す
。
金
子
文
夫
さ
ん
よ
り
自

己
紹
介
を
頂
き
デ
ジ
カ
メ
の
種
類
や
色
々
な

撮
影
方
法
な
ど
、
細
か
く
砕
い
た
説
明
を
し

て
下
さ
り
、
皆
さ
ん
興
味
深
く
聞
い
て
い
た

様
子
で
し
た
。
質
問
時
間
に
は
ピ
ン
ト
の
ブ

レ
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
い
よ
い

よ
実
践
で
す
。
四
十
分
間
の
制
限
時
間
内
に

境
内
、
山
道
、
ラ
カ
ン
の
丘
な
ど
か
ら
イ
ン

パ
ク
ト
が
あ
り
面
白
い
構
図
狙
い
で
撮
影
さ

れ
て
い
る
方
や
楽
し
み
な
が
ら
工
夫
し
て
い

る
方
な
ど
興
味
に
満
ち
た
笑
顔
で
、
実
践
撮

影
が
終
わ
り
ま
し
た
。
指
導
講
評
の
準
備
が

で
き
、
各
人
作
品
の
狙
い
ど
こ
ろ
を
発
表
し

て
頂
き
指
導
を
受
け
て
い
る
様
子
は
大
人
の

方
で
も
子
供
の
気
持
ち
が
蘇
っ
て
い
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

作
品
に
は
子
供
の
遊
び
心
あ
ふ
れ
る
ア
ン

グ
ル
か
ら
風
景
に
香
り
を
感
じ
る
ア
ン
グ
ル

な
ど
幅
広
い
作
品
が
出
来
た
様
子
で
し
た
。

「
て
ら
ス
ク
ー
ル
」
一
日
楽
し
い
夏
休
み
を

過
ご
せ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
が
、
皆
さ
ん

は
い
か
が
で
し
た
か
。

　

閉
校
式
の
時
間
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
朝

と
同
じ
よ
う
に
ご
住
職
に
習
い
「
普
回
向
」

を
唱
え
て
か
ら
、
目
面
会
長
よ
り
挨
拶
を
頂

き
、
参
加
賞
の
授
与
を
住
職
か
ら
受
け
ま
し

た
。

　

朝
か
ら
夕
方
ま
で
大
雄
寺
で
過
ご
し
て
、

人
と
の
触
れ
合
う
機
会
が
生
ま
れ
次
回
も
参

加
し
よ
う
と
思
え
た
ら
い
い
で
す
。
沢
山
の

方
に
体
験
し
て
頂
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。
夕
方
か
ら
雨
が
降
っ
て
き
て
参
加
者
全

員
が
下
山
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
今
年
の
「
て
ら

ス
ク
ー
ル
」
が
終
了
し
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

て
ら
ス
ク
ー
ル
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日
加
協
会
50
周
年
特
別
記
念

　

カ
ナ
ダ
の
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
日
加
協
会
と

日
本
国
際
領
事
館
の
開
設
五
十
周
年
を
記
念

す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
桜
和
―
Ｏ
Ｗ
Ａ
主
催
「
桜

和
―
Ｏ
Ｗ
Ａ
展
」
が
六
月
二
十
六
日
か
ら
八

月
二
十
二
日
ま
で
カ
ナ
ダ
の
モ
ン
ト
リ
オ
ー

ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
桜
和
―
Ｏ
Ｗ

Ａ
展
」
の
中
で
は
文
化
交
流
を
図
る
た
め
茶

の
湯
、
藍
染
め
や
三
味
線
な
ど
の
日
本
文
化

を
伝
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
禅
」
の

坐
禅
顧
問
と
し
て
当
山
住
職
で
あ
る
倉
澤
良

裕
が
参
加
致
し
ま
し
た
。

  

禅
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に

 

　
　
　
　
　
　
寄
せ
て

　
　
　
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
桜
和
―
Ｏ
Ｗ
Ａ

代
表
理
事　

濵
中　

房
枝　

　

本
年
は
カ
ナ
ダ
国
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
日
加

協
会
と
在
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
日
本
国
総
領
事

館
の
設
立
五
十
周
年
に
当
た
る
年
で
し
た
。

私
共
は
日
加
協
会
主
催
、
総
領
事
館
共
催
の

形
で
招
へ
い
さ
れ
、
六
月
末
か
ら
の
二
ヶ
月

間
に
亘
り
、
延
べ
四
十
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
カ
ナ
ダ
に
渡
り
ま
し
た
。

　

北
米
の
パ
リ
と
呼
ば
れ
る
モ
ン
ト
リ
オ
ー

ル
ま
で
は
成
田
か
ら
十
数
時
間
の
フ
ラ
イ

ト
、
住
民
の
大
半
は
フ
ラ
ン
ス
系
と
イ
ギ
リ

ス
系
の
方
々
で
す
。
日
本
の
伝
統
文
化
に
基

づ
く
青
少
年
育
成
と
国
際
交
流
を
活
動
主
旨

と
す
る
桜
和
と
致
し
ま
し
て
は
、
漆
、
藍
染

め
等
の
展
覧
会
に
加
え
「
能
」
と
「
禅
」
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
必
須
の
ジ
ャ
ン
ル
と
思

わ
れ
ま
し
た
。
大
雄
寺
様
に
は
桜
和
設
立
当

初
よ
り
顧
問
と
し
て
様
々
な
ご
助
力
を
頂
い

て
お
り
ま
し
た
が
、
カ
ナ
ダ
は
な
ん
と
言
っ

て
も
地
球
の
向
こ
う
側
で
す
。
お
引
き
受
け

頂
け
る
か
ど
う
か
、
案
じ
つ
つ
お
願
い
い
た

し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
お
忙
し
い
最
中
に
も
か

か
わ
ら
ず
快
く
ご
承
諾
頂
き
ま
し
た
。

　

禅
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
世
界
で
二
番
目
に

大
き
い
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
植
物
園
の
中
に
建

て
ら
れ
た
日
本
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
カ
ナ

ダ
人
で
臨
済
禅
の
お
坊
様
の
セ
バ
ス
チ
ャ
ン

さ
ん
が
助
手
を
務
め
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

畳
の
上
に
坐
布
を
使
っ
て
正
式
に
坐
れ
な
い

方
は
椅
子
に
坐
り
、
御
方
丈
様
の
説
明
を
英

仏
語
に
訳
し
な
が
ら
の
座
禅
で
し
た
が
、
本

格
的
な
ご
指
導
が
受
け
ら
れ
た
と
大
好
評
で

し
た
。　

　

こ
の
度
の
交
流
行
事
に
は
七
千
二
百
名
の

参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。
現
地
テ
レ
ビ
局
、

新
聞
の
取
材
も
お
受
け
し
、
栃
木
県
の
後
援

を
受
け
、
那
須
塩
原
市
長
の
親
書
を
モ
ン
ト

リ
オ
ー
ル
、
ポ
イ
ン
ト
ク
レ
ア
両
市
長
に
お

届
け
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
て
、
ほ
っ
と
し

て
お
り
ま
す
。
御
方
丈
様
が
帰
国
さ
れ
る
時

　

十
一
月
十
六
日
か
ら
十
九
日
に
か
け
て
黒

羽
中
学
校
の
生
徒
が
職
業
体
験
の
た
め
来
山

致
し
ま
し
た
。

　

四
日
間
で
六
名
の
中
学
生
が
お
寺
の
生
活

を
体
験
し
ま
し
た
。
読
経
、坐
禅
、作
務
（
掃

除
）、
拝
観
な
ど
を
体
験
し
、
約
六
時
間
の

職
業
体
験
を
終
え
ま
し
た
。
来
山
時
に
は
緊

張
と
不
安
を
抱
え
な
が
ら
来
山
し
た
よ
う
に

見
受
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
み
な
さ
ん
が
そ
れ

ぞ
れ
一
生
懸
命
お
寺
の
生
活
を
体
験
致
し
ま

し
た
。

　

今
年
も
例
年
と
同
様
に
六
月
に
大
般
若
法

会
、十
月
に
大
施
食
会
を
厳
修
致
し
ま
し
た
。

　

大
般
若
法
会
は
災
厄
を
消
し
去
り
、
五
穀

豊
穣
や
国
家
安
寧
を
祈
念
し
、
人
々
を
幸
福

な
生
活
に
導
い
て
行
く
こ
と
を
目
的
と
し

た
大
法
要
で
あ
り
ま
す
。
僧
侶
の
方
々
は

六
〇
〇
巻
も
の
大
般
若
経
を
転
読
（
経
典
を

パ
ラ
パ
ラ
と
滝
の
よ
う
に
読
ん
で
い
く
こ

と
）
し
、
大
般
若
経
の
教
え
を
体
得
致
し
ま

す
。

　

今
年
の
大
般
若
法
会
、
及
び
大
施
食
会
で

も
多
く
の
檀
信
徒
の
皆
様
が
参
加
す
る
中
、

御
寺
院
様
方
に
よ
る
読
経
と
ご
詠
歌
構
員
の

皆
様
に
よ
る
美
し
い
声
が
境
内
に
響
き
、
厳

か
に
法
要
が
厳
修
さ
れ
ま
し
た
。

に
は
、
飛
行
機
が
離
陸
直
前
に
引
き
返
す
と

い
う
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
御
蔭

様
で
大
過
無
く
大
行
事
を
終
了
で
き
ま
し
た

こ
と
、
皆
々
様
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
る

次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

合
掌　

黒
羽
中
学
校
二
年　

　

拝
啓　

木
枯
ら
し
の
季
節
と
な
り
ま
し

た
。

　

先
日
は
お
忙
し
い
中
、
貴
重
な
体
験
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

お
寺
で
の
体
験
は
な
か
な
か
で
き
な
い
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
お
話
を
聞
い
た

中
で
一
番
印
象
に
の
こ
っ
て
い
る
の
が
、
食

べ
物
は
他
の
動
物
の
命
を
い
た
だ
く
こ
と
で

す
。
こ
の
言
葉
が
一
番
印
象
に
の
こ
っ
て
い

ま
す
。
今
ま
で
に
も
ら
っ
た
命
と
、
こ
れ
か

ら
い
た
だ
く
命
を
一
つ
一
つ
大
切
に
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

敬
具　

　

十
一
月
二
十
五
日　

黒
羽
中
学
校
職
業
体
験

大
般
若
法
会
・
大
施
食
会

職
業
体
験
に
寄
せ
て
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ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
高
校

　
　
　
　
　
坐
禅
研
修

一
口
法
話

写
経
奉
納
（
観
音
祈
願
法
会
）

　

四
月
よ
り
約
一
年
の
期
間
、
ル
ネ
サ
ン
ス

高
校
の
生
徒
の
皆
さ
ん
が
坐
禅
研
修
の
た
め

に
大
雄
寺
に
毎
週
訪
れ
て
お
り
ま
す
。
暑
い

夏
を
終
え
、
現
在
は
凍
て
つ
く
寒
さ
の
中
、

毎
回
五
十
名
を
越
す
生
徒
の
皆
さ
ん
が
全
国

か
ら
来
山
し
坐
禅
研
修
を
立
派
に
行
っ
て
お

り
ま
す
。

　

大
雄
寺
に
は
今
年
も
写
経
会
の

皆
様
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
々
か

ら
写
経
と
一
石
一
字
経
を
お
預
か

り
致
し
ま
し
た
。
一
文
字
、
一
文

字
丁
寧
に
思
い
を
込
め
て
書
か
れ

た
写
経
と
一
石
一
字
経
に
お
経
を

唱
え
、
合
掌
観
音
様
に
奉
納
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。

「下野新聞　平成 22 年 5月 15 日付より」

Ｑ　

仏
様
の
彫
刻
や
絵
画
な
ど
に
は
蓮
の
花

が
描
か
れ
て
い
ま
す
が
、
蓮
に
は
ど
ん
な
意

味
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ　

蓮
の
古
名
は
、
蓮
の
実
の
入
っ
た
花
托

（
蓮
房
）
の
様
子
が
蜂
の
巣
に
似
て
い
る
と

こ
ろ
か
ら
「
蜂
巣
（
は
ち
す
）」
と
呼
ん
で

い
た
が
、
平
安
後
期
頃
か
ら
現
在
の
「
蓮
」

と
改
名
さ
れ
ま
し
た
。

　

泥
中
に
生
じ
汚
れ
な
く
、
幽
香
を
漂
わ
せ

る
蓮
の
花
は
、
清
浄
・
柔
軟
・
可
憐
か
ら
、

他
の
植
物
に
は
な
い
特
徴
が
あ
る
こ
と
か
ら

仏
教
の
象
徴
的
意
味
を
持
つ
も
の
と
さ
れ
、

仏
像
の
蓮
台
な
ど
に
彫
刻
さ
れ
、
ま
た
絵
画

な
ど
に
描
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

普
通
の
花
は
、
ま
ず
花
が
咲
い
て
か
ら
実

を
つ
け
ま
す
が
、
蓮
は
花
を
つ
け
る
と
同
時

に
実
を
中
に
詰
め
た
苞
が
出
て
く
る
こ
と
か

ら
蓮
は
、
過
去
・
現
在
・
未
来
を
同
時
に
体

現
し
て
い
る
と
さ
れ
、蓮
を
「
蓮
華
の
三
徳
」

と
い
い
、
仏
の
教
え
と
重
ね
合
わ
せ
て
い
ま

す
。

泥
不
染
・
・
泥
水
に
生
じ
て
そ
れ
に
汚
染
さ

　
　
　
　
　

れ
ず
、
清
ら
か
な
花
を
咲
か
せ

　
　
　
　
　

る
。
仏
性

花
果
同
時
・
・
花
の
中
に
同
時
に
実
を
も
っ

　
　
　
　
　
　

て
い
る
。
発
心
即
到
仏
果

種
子
不
失
・
・
蓮
の
花
は
必
ず
実
を
結
び
、

　
　
　
　
　
　

実
は
必
ず
発
芽
す
る
。
仏
性

　
　
　
　
　
　

の
不
滅

1 月 1 日より  初　詣

1月 30 日  節分会

3月 2日  白旗不動尊大祭

3月 18 日～２４日 春彼岸会

5月 1日より  牡丹開花

5月 8日  花まつり

5月 8日  第 11 回牡丹コンサート開催

6月 8日  大般若法会

8月 13 日～ 16 日 盂蘭盆会

9月 20 日～ 26 日 秋彼岸会

10 月 1日  大施食会

12 月 18 日  観音祈願法会

12 月 31 日  除夜法会

※随時拝観、法話、坐禅研修会を開催しております。

平成23年の主な行事

第11回  牡丹コンサート開催決定 !!
来る平成 23 年 5 月 8 日、第 11 回牡丹コンサート開催が決
定致しました。
今回はテレビ、ラジオでもご活躍の天上 昇氏にお越し頂き、
竹笛とスタンウェイピアノを演奏して頂きます。大雄寺の境
内に響く竹笛とスタンウェイピアノの癒しの空間をぜひ皆様
も体感して下さい。
どうぞご予約を済ませ、お誘い合わせの上ご来山ください。
※ご予約・お問い合わせは大雄寺☎ 0287-54-0332 へ。

　　天上 昇氏プロフィール
福岡県北九州市八幡東区出身。作詞、作曲、シンセサイザー、竹笛
奏者。
過去、ロック・ポップス等のバンドにてピアノとボーカルで活動。
その後音楽修業に渡米。帰国後「菩提樹」を結成し、コンサート活
動を続け、NHKテレビ・ラジオ・衛星放送等の作曲、出演を続けて
いる。また、ＣＤ・著書等を数多く販売し、コンサートや講演活動、
神社仏閣での奉納演奏を続けている。
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大雄寺プチ修行

日曜坐禅会

写経会　毎月第 1火曜日午後１時～ 

読経会　毎月第 1火曜日午前 9時～ 

ご詠歌教室

　お寺の生活を半日体験できます。
　希望される方は「朝の修行」または「夕
刻の修行」を選び、事前にお問い合わせく
ださい。

＜朝の修行＞
上山
6:30  坐禅の説明
6:45  暁天（坐禅）
7:15  朝課（読経）
7:35  作務（清掃）
8:05  拝観・回向之証授与
下山

＜夕刻の修行＞
上山
14:45  坐禅の説明
15:00  作務（清掃）
15:30  夜坐（坐禅）
16:00  晩課（読経）  
16:20  拝観・回向之証授与
16:55  大梵鐘八声（鐘つき）
下山

　お寺で写経をはじめてみませんか？
　写経の歴史は古く、奈良時代から行われて
いると言われております。
　古くから「五穀豊穣」、「修行のため」、「病
気治癒」、「先祖供養」等の目的のため写経は
行われておりました。現在は「集中力をつけ
たい」、「心を落ち着かせたい」、「字が上手に
なりたい」等のために写経を始める方も増え
ているかと思います。「字が下手だから」と
か「信仰心が深くないから」と遠慮される方
もいらっしゃるかと思いますが問題ありませ
ん。一度、姿勢を正し一文字一文字ゆっくり
丁寧に写経をしてみましょう。

　「西遊記」でしられる三蔵法師のモデルで
ある玄奘三蔵が天竺（インド）から持ち帰り
漢訳したお経「般若心経」を声にだして読ん
でみましょう。読経会では親しみの深い般若
心経やその他のお経を月に１度、大雄寺本堂
にて住職と一緒にお唱えしております。

　ご詠歌とは仏教の教えを５・７・５・７・
７の和歌として旋律に乗せて唱えるものであ
ります。大雄寺では講師として瑞雲院住職
斉藤義雄老師をお招きし、どなたにも唱えら
れるよう丁寧にご教授頂いております。大般
若法会や大施食会では毎年ご詠歌講員の皆様
が美しい声を境内に奏でております。

※初心者の方は事前にプチ修行体験が必要に
　なります。
毎月２度、忙しい日常から抜け、禅堂でただ
坐禅を組んでみませんか？
　7:30  止静（坐禅開始）
　8:15  作務（清掃）
　8:30  下山または茶話会

黒羽山  大雄寺　☎ 0287―54―0332

URL  http://www.daiouji.or.jp/
E-mail  ryoyu@daiouji.or.jp

大雄寺ホームページ　詳細説明、一口法話、お知らせページ、掲示板など掲載

毎月第 2・第 4日曜日午前 7時 30分～ 


